
2026年7月29日
中日本高速道路株式会社
定例記者会見 資料1-3

安全性向上有識者会議委員からのアドバイスへの対応

〇 2025年度意見「メンテナンスに関する外部発信が少ない、定例記者会見等で発信されたい。」

→2025年10月会見「保全点検業務」【橋梁点検車、ドローンなどの点検技術】を紹介

→2026年2月会見「維持修繕業務」【舗装補修剤（ハイウェイ・ハイドロプライマー）など】を紹介

○ 2026年度意見「笹子トンネル天井板崩落事故を経験していない若い世代が、「自らの言葉で語る」こ
とは大切なことである。」

→2026年度以降もグループ全社員を対象に安全啓発研修を継続して、事故の記憶を風化させず、事
故の背景や教訓を自分事として深く理解して、研修後に各職場などで自らの言葉で伝承できる人財を
育成
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